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❖編集後記

Editor's note

雄武町民わたしたちは、オホーツクのきびしい
自然を生かし、父祖・先人の労苦を感謝しながら、
郷土愛にみちた町づくりと、ひとりひとりのしあわ
せのため、 ― すこやかに、なごやかに、まめやか
に ― 励まし合い、希望と自信をもって、生きが
いある生活につとめ、たしかな未来につながる信条
をかかげて、朝夕守りとおすことを誓い合います。

雄 武 町 民 憲 章 （ 町民の誓い ）

一、自然を生かし、住みよい環境をつくります。
一、きまりを守り、明るい社会をつくります。
一、ともに助け合い、楽しい職場をつくります。
一、元気に働き、豊かな家庭をつくります。
一、希望に生き、たくましい雄武町民となります。

 昭和 46 年 3 月 19 日制定

片川漁業部

 片
か た が わ

川 黎
れ い や

哉 さん
Fresh Talk
～ フレッシュトーク ～

「
漁
師
に
な
る
こ
と
し
か
頭
に
な

か
っ
た
ん
で
す
。」
そ
う
話
す

の
は
、
昨
年
か
ら
漁
師
と
し
て
働
い
て
い

る
片
川
さ
ん
。

「
小
さ
い
頃
か
ら
お
父
さ
ん
に
憧
れ
て

漁
師
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ

り
、
高
校
卒
業
時
、
真
剣
に
進
路
に
つ
い

て
考
え
た
と
き
、
や
っ
ぱ
り
漁
師
に
な
り

た
い
、
そ
れ
以
外
の
自
分
が
想
像
で
き
な

か
っ
た
。」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

そ
の
後
、
漁
師
に
な
る
技
術
を
勉
強
す

る
た
め
、
半
年
間
漁
業
研
修
所
に
入
学
。

そ
こ
で
、
漁
の
基
本
や
、
網
の
扱
い
方
な

ど
を
勉
強
し
、「
今
は
父
と
同
じ
船
に
乗

り
、ホ
タ
テ
や
タ
コ
、マ
ス
、イ
カ
、ホ
ッ

ケ
な
ど
を
捕
っ
て
い
ま
す
。」「
朝
が
早

か
っ
た
り
、
船
の
上
は
冬
は
寒
く
、
夏
は

暑
く
体
力
的
に
つ
ら
い
こ
と
も
多
い
で
す

が
、
大
漁
に
な
る
と
そ
の
疲
れ
も
吹
っ
飛

び
ま
す
。」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。「
漁
師

に
な
っ
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら

な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
が
、
先
輩
や
上
司

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
吸
収
し
て
、
立

派
な
漁
師
に
な
り
た
い
で
す
。」
と
目
標

に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
二
十
歳
を
迎
え
、
雄
武
町

成
人
式
の
実
行
委
員
の
一
員
と
し
て
成
人

式
の
準
備
を
進
め
て
お
り
「
１
月
の
成
人

式
は
延
期
と
な
り
、
と
て
も
残
念
で
し
た

が
、
改
め
て
多
く
の
同
級
生
に
来
て
も
ら

え
る
時
期
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
全
員
が
納
得
で
き
る
式
の
や
り
方
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
一
生
に
一
度
な

の
で
、
思
い
出
に
残
る
よ
う
な
式
に
し
た

い
で
す
。」
と
成
人
式
を
成
功
さ
せ
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

▼今回のフレッシュトークで、成人
式の実行委員である、片川さんにイ
ンタビューさせていただきました。
延期になってしまった成人式は時期
を見て実施する予定があるとのこと
でしたので、新型コロナウイルス感
染症に負けず、素晴らしい式になる
ことを期待しております。（結城）

▼雄武高校卒業生の皆さんご卒業お
めでとうございます。今の卒業生の
入学式が、私が広報紙に携わることと
なって、初めての大きな取材だったの
で印象強く覚えています。広報紙の取
材という立場ではありましたが、3 年
間見てきた生徒が卒業する姿を見る
と、しみじみ感じます。（大辻）


